
本
市
の
取
り
組
み

①
増
進
型
地
域
福
祉

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

孤
独
・
孤
立
は
複
合
的
な
要
因
に
よ

る
も
の
が
多
く
、
行
政
や
団
体
単
独
で

の
対
応
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
本

市
で
は
行
政
と
地
域
組
織
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活い

か
し
た
つ
な

が
り
の
輪
を
広
げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
10
月
31
日
現
在
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
校
区
・
地

区
福
祉
委
員
会
、
民
間
企
業
な
ど
、
42

団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
の

身
近
な
気
づ
き
に
つ
い
て
市
や
支
援
機

関
へ
の
連
絡
や
相
談
の
他
、
市
か
ら
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
で
活
動
情
報
の
共
有
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
②
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口

　

市
内
３
圏
域
に
包
括
的
な
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
介
護
、
障
が
い
、

子
育
て
、
経
済
的
な
困
窮
に
関
す
る
困

り
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
止
め
、
支
援
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

「
そ
の
人
ら
し
い
生
き
方
・
理
想
の
暮
ら

し
」
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

孤独・孤立対策の推進に向けて孤独・孤立対策の推進に向けて
　近年、単身世帯の増加や働き方の多様化など社会構造の変化に

より、家族や地域とのつながりが希薄になる「孤独」や「孤立」

が社会課題となっています。

問増進型地域福祉課（内線 297）

孤
独
・
孤
立
と
は
？

　
「
孤
独
」
は
主
観
的
に
感
じ
る
も
の
、

「
孤
立
」
は
客
観
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄

さ
を
指
し
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
内
閣

府
が
実
施
し
た
「
孤
独
・
孤
立
の
実
態

把
握
に
関
す
る
全
国
調
査
」
に
よ
る
と
、

全
国
の
16
歳
以
上
の
個
人
の
う
ち
、
約

４
～
５
割
の
人
が
孤
独
を
感
じ
て
い
る

と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
「
孤
独
」
や
「
孤
立
」
は
、
育
児
や
転

職
、
病
気
・
け
が
な
ど
に
よ
り
、
誰
で

も
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
一
人
で
い
る
こ
と
」
自
体
が
問
題
な

の
で
は
な
く
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
生

じ
た
際
に
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う

こ
と
で
、
複
雑
化
・
深
刻
化
す
る
こ
と

が
問
題
で
す
。
孤
独
・
孤
立
状
態
を
防

ぐ
た
め
に
は
、日
常
に
あ
る「
つ
な
が
り
」

が
重
要
で
す
。

福祉なんでも相談窓口
月～金曜日（祝日・年末年始を除く）、午前９時～午後５時30分

校区 ところ 電話番号
第１圏域
（喜志・第一中学校区）

市役所４階
（増進型地域福祉課）

〔☎（25）1000〕
（内線274）

第２圏域
（第二・三中学校区） 総合福祉会館 〔☎（25）8200〕

第３圏域
（金剛・葛城・藤陽・
明治池中学校区）

金剛連絡所２階 〔☎（28）3180〕

その他、各小学校区で「福祉なんでも相談会」も定期開催し
ています。　※詳しくは 31ページをご覧ください。

あ
な
た
に
も
で
き
る
一
歩

　

孤
独
・
孤
立
の
問
題
は
、
支
援
さ
れ
る

側
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
声
を
か
け
る
」「
話
を
聞
く
」「
見
守

る
」、
そ
ん
な
小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
、

つ
な
が
り
を
生
む
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま

す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
、
で
き
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
参
画
要
件
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひとりじゃない。

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
画
団
体
を
募
集
中
！

詳
し
く
は
下
図
を

ご
覧
く
だ
さ
い

0.0 0.2 0.4 0.6

BMI( 肥満 )

過度の飲酒

喫煙

社会との
つながりが

少ない

0.8

出典： Holt-Lunstad J, Smith TB, Layton JB (2010)

『社会的関係と死亡リスク：メタ分析レビュー』, p.14（一部修正）

生活様式が死亡率に与える影響
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